
(57)【要約】

【課題】旋回流が衰えず空気芯を確実に形成するため、

トラップの封水破壊を防止でき、狭小スペースでも設置

できる小型旋回流発生継手と、これを用いた基礎貫通配

管構造を提供する。

【解決手段】上流側排水管４を接続する接続口１ａがこ

の継手Ａの側壁上部１ｂの片側へ偏位されて形成される

と共に、この継手Ａの下部に下窄まりのテーパー内面２

ｂが形成され、このテーパー内面２ｂの下端に下流側排

水管５を接続する接続口２ａが形成された構成とする。

上流側排水管４を接続する接続口１ａが側壁上部１ｂの

片側へ偏位させて形成され、内面下部にテーパー内面２

ｂが形成されているので、排水は渦を巻いて旋回しなが

ら下方向へと流れていき、テーパー内面２ｂの周面を旋

回することによって流速を増し、勢いのある旋回流とな

ってスムーズに接続口２ａから下流側排水管５へと排水

されていくので閉塞しない。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 小 型 の 継 手 で あ っ て 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が こ の 継 手 の
側 壁 に 偏 位 し て 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 継 手 の 下 部 に 下 窄 ま り の テ ー パ ー 内 面 が 形 成 さ れ
、 こ の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 下 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た 上 側 部 材 と 、 テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 下 流 側
排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た 下 側 部 材 と か ら 成 り 、 上 側 部 材 と 下 側 部 材 が 嵌 合 一
体 化 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 側 部 材 の 側 壁 の 片 側 に 偏 位 し て 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 上 下 複 数 個 の 接 続 口 が 形 成
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 、 上 側 部 材 の 側 壁 の 片 側 と 反 対 側 に そ れ ぞ れ 偏 位 し て
複 数 個 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 、 斜 め 上 向 き に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 側 部 材 の 上 端 に 開 口 部 が 設 け ら れ 、 そ の 開 口 部 に 蓋 体 が 被 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 家 屋 の 基 礎 の 内 側 に
配 置 す る と 共 に 、 基 礎 の 外 側 に 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 旋 回 流 型 排 水 桝 を 配 置 し 、 小 型 旋 回 流
発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 上 流 側 排 水 管 を 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内
面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 基 礎 を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 を 、 旋 回 流 型
排 水 桝 の 側 壁 上 部 に 形 成 さ れ た 上 部 接 続 口 に 基 礎 貫 通 排 水 管 の 下 流 側 端 部 を 、 旋 回 流 型 排
水 桝 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 接 続 口 に 屋 外 の 排 水 管 を 、 そ れ ぞ れ 接 続 し た こ と を 特 徴 と す
る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 家 屋 の 基 礎 の 内 側 に
配 置 す る と 共 に 、 基 礎 の 外 側 に 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発
生 継 手 及 び 排 水 桝 を 配 置 し 、 基 礎 の 内 側 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口
に 上 流 側 排 水 管 を 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に
基 礎 を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 を 、 基 礎 の 外 側 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁
に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 基 礎 貫 通 排 水 管 の 下 流 側 端 部 を 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ
ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 上 流 側 で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 の 上 流 側
端 部 を 、 排 水 桝 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 大 曲 り 管 の 下 流 側 端 部 を 、 排 水 桝 の 下 部 に 形
成 さ れ た 下 部 接 続 口 に 屋 外 の 排 水 管 を 、 そ れ ぞ れ 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 基 礎 貫 通 配 管
構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 上 側 部 材 の 開 口 部 に 被 着 さ れ て い る 蓋 体 を 取 り
外 す と 共 に 、 そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ 又 は 請 求 項 ８ に 記 載 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 上 側 部 材 の 開 口 部 に 被 着 さ れ て い る 蓋 体 を 取 り
外 す と 共 に 、 そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 接 続 し 、 そ の 立 ち 上 が り 管 の
上 端 部 を 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面
の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 す る と 共 に 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ
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た 接 続 口 に 階 上 の 排 水 管 を 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ な い し 請 求 項 ９ の い ず れ か
に 記 載 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接
続 口 に 接 続 さ れ た 上 流 側 排 水 管 と 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 、 上 流 側 で 略 ９ ０ ° 方
向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 を 介 し て 接 続 し 、 そ の 立 ち 上 が り 管 の 上 端 部 を 他 の 小 型 旋 回 流 発
生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 す る と 共 に 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生
継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 階 上 の 排 水 管 を 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は
請 求 項 ８ に 記 載 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 と 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 が 、 上
流 側 で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 を 介 し て 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ な い し 請 求 項 １ １ の い ず れ か に 記 載 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 気 弁 が 無 く て も 排 水 管 に 負 圧 が 発 生 し 難 く 、 配 管 ス ペ ー ス が 狭 小 で も 配 置
す る こ と が で き る 、 小 型 の 旋 回 流 発 生 継 手 及 び こ れ を 用 い た 基 礎 貫 通 配 管 構 造 に 関 す る も
の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 床 下 配 管 シ ス テ ム に お い て は 、 排 水 量 が 増 え て 配 管 内 の 水 位 が 上 が る と 、 排 水 管
の 曲 り 部 分 や 段 差 部 分 が 多 量 の 排 水 に よ り 閉 塞 さ れ て 管 内 の 通 気 が 遮 断 さ れ る た め 負 圧 が
発 生 し 、 こ の 負 圧 に よ っ て 洗 面 台 、 台 所 、 浴 室 、 ト イ レ な ど の 水 設 備 の ト ラ ッ プ の 封 水 が
破 壊 さ れ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 床 下 配 管 シ ス テ ム の 圧 力 変 動 を 緩 和 、 吸 収 す る た め 、 階 上 の 水 設 備 か ら 排 水
ヘ ッ ダ ー に 至 る 排 水 管 路 の 途 中 に 立 ち 上 が り 管 を 設 け て 建 物 の 上 方 に 延 長 し 、 例 え ば 切 り
妻 屋 根 の 端 壁 等 を 貫 い て 通 気 管 の 上 端 を 屋 外 に 露 出 さ せ る な ど の 対 策 が 講 じ ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う に 立 ち 上 が り 管 を 上 方 に 延 長 し て 屋 外 に 露 出 さ せ た も の は 、
通 気 自 在 で あ る た め 排 水 管 路 に 負 圧 が 発 生 し て も 常 圧 に 戻 す こ と が で き る と は い う も の の
、 壁 面 を 貫 い て 立 ち 上 が り 管 を 屋 外 に 露 出 さ せ る た め 、 施 工 が 面 倒 で 費 用 が 嵩 み 、 建 物 の
外 観 が 損 な わ れ る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 最 近 の 家 屋 は 、 水 設 備 の 位 置 に よ り 上 記 の
立 ち 上 が り 管 を 設 置 す る ス ペ ー ス を 確 保 で き な い 場 合 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の 立 ち 上 が り 管 の 上 端 に 通 気 弁 を 取 り 付 け た も の も あ る が 、 こ の 通 気 弁 は ゴ
ム 板 を 弁 体 と す る も の で あ る た め 、 弁 体 が 排 水 管 路 か ら の 湿 気 で ベ タ ツ キ を 生 じ 、 弁 座 に
く っ つ い て ス ム ー ズ に 作 動 し な く な っ た り 、 弁 体 が 開 閉 す る と き の パ タ パ タ と い う 音 が 気
に な る と い う 問 題 が あ っ た 。 し か も 、 こ の 通 気 弁 を 設 置 す る に は 、 壁 の ふ か し が 必 要 に な
る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 下 部 に 縦 管 接 続 口 を 有 す る 縦 管 部 と 、 こ の 縦 管 部 に
接 続 し た 合 流 流 入 管 部 を 一 体 に 形 成 し た 管 継 手 本 体 を 備 え 、 合 流 流 入 管 部 が 縦 管 部 に 連 通
さ れ る 合 流 部 に は こ の 合 流 流 入 管 部 側 か ら 縦 管 部 に 向 っ て こ の 縦 管 部 の 外 周 に 沿 っ て 半 周
以 上 迂 回 し 漸 次 膨 出 量 を 小 さ く し た 旋 回 流 発 生 膨 出 部 を 形 成 し 、 旋 回 流 発 生 膨 出 部 と 縦 管
部 と の 間 に 堰 壁 部 を 形 成 し た 合 流 管 継 手 が 提 案 さ れ た （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 合 流 管 継 手 は 従 来 の 問 題 を 一 応 解 決 す る こ と は で き た が 、 嵩 が 高 い の で 、 大 き い 埋
設 ス ペ ー ス を 必 要 と し 、 近 年 の 配 管 ス ペ ー ス が 狭 小 な 住 宅 の 床 下 に は 配 管 施 工 し 難 い と い
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う 問 題 が あ っ た 。 し か も 、 旋 回 流 発 生 膨 出 部 に よ っ て 発 生 し た 旋 回 流 は 、 縦 管 部 の 内 壁 を
旋 回 す る 間 に 流 速 が 衰 え る た め 、 空 気 芯 の 形 成 が 不 十 分 に な っ て ト ラ ッ プ の 封 水 破 壊 を 満
足 に 防 止 す る こ と が 難 し く な る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ３ ２ ３ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 に 対 処 す べ く な さ れ た も の で 、 旋 回 流 が 衰 え ず 空 気 芯 を 確 実 に 形 成
す る た め 、 排 水 管 の 負 圧 発 生 に 伴 う ト ラ ッ プ の 封 水 破 壊 を 充 分 防 止 す る こ と が で き 、 配 管
ス ペ ー ス が 狭 小 で あ っ て も 容 易 に 設 置 す る こ と が で き る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 と 、 こ れ を 用
い た 基 礎 貫 通 配 管 構 造 を 提 供 す る こ と を 解 決 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 は 、 旋 回 流 を 発 生 さ せ る
小 型 の 継 手 で あ っ て 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が こ の 継 手 の 側 壁 の 片 側 へ 偏 位 さ れ
て 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 継 手 の 下 部 に 下 窄 ま り の テ ー パ ー 内 面 が 形 成 さ れ 、 こ の テ ー パ
ー 内 面 の 下 端 に 下 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に お い て は 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た
上 側 部 材 と 、 テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 下 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た 下 側 部 材
と か ら 成 り 、 上 側 部 材 と 下 側 部 材 が 嵌 合 一 体 化 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 、 水 設
備 の 配 置 に よ っ て 、 上 側 部 材 の 側 壁 の 片 側 に 偏 位 し て 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 上 下 複 数
個 の 接 続 口 が 形 成 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 や 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 、 上 側
部 材 の 側 壁 の 片 側 と 反 対 側 に そ れ ぞ れ 偏 位 し て 複 数 個 形 成 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 や 、
上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 、 斜 め 上 向 き に 形 成 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 使 い 分
け る の が 好 ま し く 、 上 側 部 材 の 上 端 に 開 口 部 が 設 け ら れ 、 そ の 開 口 部 に 蓋 体 が 被 着 さ れ て
い る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 本 発 明 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 上 記 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 家 屋 の 基 礎 の 内
側 に 配 置 す る と 共 に 、 基 礎 の 外 側 に 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 旋 回 流 型 排 水 桝 を 配 置 し 、 小 型 旋
回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 上 流 側 排 水 管 を 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ
ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 基 礎 を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 を 、 旋 回
流 型 排 水 桝 の 側 壁 上 部 に 形 成 さ れ た 上 部 接 続 口 に 基 礎 貫 通 排 水 管 の 下 流 側 端 部 を 、 旋 回 流
型 排 水 桝 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 接 続 口 に 屋 外 の 排 水 管 を 、 そ れ ぞ れ 接 続 し た こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 に お い て は 、 上 記 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 家 屋 の 基 礎 の 内 側
に 配 置 す る と 共 に 、 基 礎 の 外 側 に 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 及 び 排 水 桝 を 配 置 し 、 基 礎 の 内 側 の
小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 上 流 側 排 水 管 を 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継
手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 基 礎 を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端
部 を 、 基 礎 の 外 側 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 基 礎 貫 通 排 水 管 の 下
流 側 端 部 を 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 上 流 側
で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 の 上 流 側 端 部 を 、 排 水 桝 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口
に 大 曲 り 管 の 下 流 側 端 部 を 、 排 水 桝 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 接 続 口 に 屋 外 の 排 水 管 を 、 そ
れ ぞ れ 接 続 す る こ と も 好 ま し い 。 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 上 側 部 材
の 開 口 部 に 被 着 さ れ て い る 蓋 体 を 取 り 外 す と 共 に 、 そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上
が り 管 を 接 続 す る こ と も 好 ま し く 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 上 側 部 材 の 開
口 部 に 被 着 さ れ て い る 蓋 体 を 取 り 外 す と 共 に 、 そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り
管 を 接 続 し 、 そ の 立 ち 上 が り 管 の 上 端 部 を 上 記 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端
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に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 す る と 共 に 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続
口 に 階 上 の 排 水 管 を 接 続 す る こ と も 好 ま し い 。 更 に 、 上 記 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形
成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 さ れ た 上 流 側 排 水 管 と 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 、 上 流 側 で
略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 を 介 し て 接 続 し 、 そ の 立 ち 上 が り 管 の 上 端 部 を 他 の 小
型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 す る と 共 に 、 そ の 小 型
旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 階 上 の 排 水 管 を 接 続 す る こ と も 好 ま し く 、 基
礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 と 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 が 、 上 流 側
で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 を 介 し て 接 続 さ れ て い る と よ り 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 は 、 従 来 の 合 流 管 継 手 と 比 べ る と 非 常 に コ ン パ ク ト で あ る
の で 、 近 年 の 住 宅 事 情 に 多 く 見 ら れ る よ う な 、 床 下 の 配 管 ス ペ ー ス が 狭 小 で あ っ て も 設 置
す る こ と が で き る 。 ま た 、 上 流 側 排 水 管 か ら 排 水 が 流 入 し て き て も 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続
す る 接 続 口 が 側 壁 に 偏 位 し て 形 成 さ れ て い る の で 、 排 水 は 渦 を 巻 い て 旋 回 し な が ら 下 方 向
へ と 流 れ て い く 。 こ の と き 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 内 面 下 部 に は 、 下 方 向 に 縮 径 さ れ た テ
ー パ ー 内 面 が 形 成 さ れ て い る の で 、 渦 を 巻 い て 旋 回 し て き た 排 水 が 、 テ ー パ ー 内 面 の 周 面
を 旋 回 す る こ と に よ っ て む し ろ 流 速 を 増 し 、 よ り 勢 い の あ る 旋 回 流 と な っ て ス ム ー ズ に 接
続 口 か ら 下 流 側 排 水 管 へ と 排 水 さ れ て い く 。 こ の よ う に 旋 回 流 が 発 生 す る と 、 旋 回 流 の 中
心 に 空 気 芯 が 形 成 さ れ 、 排 水 が ス ム ー ズ に 下 流 側 排 水 管 へ 流 れ 込 む た め 、 本 発 明 の 小 型 旋
回 流 発 生 継 手 は コ ン パ ク ト で あ り な が ら 、 排 水 管 路 に 負 圧 が 発 生 し 難 く な り 、 よ ほ ど 大 量
に 排 水 さ れ な い 限 り 、 封 水 破 壊 を 確 実 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た 上 側 部 材 と 、 テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に
下 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 形 成 さ れ た 下 側 部 材 と か ら 成 り 、 上 側 部 材 と 下 側 部 材 が
嵌 合 一 体 化 さ れ て い る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 は 、 別 体 と す る こ と で 一 体 に 成 形 す る よ り も 遥
か に テ ー パ ー 内 面 が 成 形 し や す く な り 、 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 側 部 材 の 側 壁 の 片 側 に 偏 位 し て 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 上 下 複 数 個 の 接 続 口
が 形 成 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 は 、 各 水 設 備 の 封 水 破 壊 を 確 実 に 防 止 し な が ら 、 １ つ の
小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 複 数 本 の 上 流 側 排 水 管 を 合 流 さ せ る こ と が で き る の で 、 家 屋 の 配 管
ス ペ ー ス が 非 常 に 狭 小 で あ る 場 合 は 、 複 数 本 の 上 流 側 排 水 管 を 上 下 に 並 列 さ せ て 、 小 型 旋
回 流 発 生 継 手 に 接 続 す る こ と で 配 管 ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 、 上 側 部 材 の 側 壁 の 片 側 と 反 対 側 に そ れ ぞ れ
偏 位 し て 複 数 個 形 成 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 は 、 上 記 と 同 様 に 封 水 破 壊 を 防 止 し な が ら
、 １ つ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 複 数 本 の 上 流 側 排 水 管 を 合 流 さ せ る こ と が で き る の で 、 こ
の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 用 い る と 、 上 流 側 排 水 管 を 左 右 両 側 に 配 設 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 流 側 排 水 管 を 接 続 す る 接 続 口 が 、 斜 め 上 向 き に 形 成 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手
は 、 封 水 破 壊 を 防 止 し な が ら 、 上 流 側 排 水 管 に 勾 配 を つ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 上 側 部 材 の 上 端 に 開 口 部 が 設 け ら れ 、 そ の 開 口 部 に 蓋 体 が 被 着 さ れ て い る 小 型 旋
回 流 発 生 継 手 は 、 蓋 体 を 取 り 外 せ ば そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 接 続 す
る こ と が で き る し 、 そ の 開 口 部 か ら メ ン テ ナ ン ス 等 を す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 上 流 側 排 水 管 か ら 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 流 入 し た
排 水 が 旋 回 流 と な り 、 基 礎 貫 通 排 水 管 を 通 っ て 旋 回 流 型 排 水 桝 の 上 部 接 続 口 か ら 該 排 水 桝
内 に 流 入 し 、 再 び 旋 回 流 と な っ て 屋 外 の 排 水 管 （ 以 下 、 屋 外 排 水 管 ） の 下 流 側 へ 排 水 さ れ
る 。 上 記 の よ う に 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に よ っ て 旋 回 流 が 発 生 す る と 、 旋 回 流 の 中 心 に 空 気
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芯 が 形 成 さ れ 、 こ の 旋 回 流 を 生 じ た 排 水 が ス ム ー ズ に 基 礎 貫 通 排 水 管 へ 流 れ 込 む た め 、 排
水 量 が 多 く て も 基 礎 貫 通 排 水 管 が 閉 塞 さ れ 難 く な り 、 更 に 旋 回 流 型 排 水 桝 で も 旋 回 流 が 生
じ る た め 該 排 水 桝 内 で の 閉 塞 の 心 配 も な く な る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 に よ
れ ば 、 管 内 の 通 気 を 確 保 し や す く 、 閉 塞 に よ り 上 流 側 排 水 管 に 負 圧 が 発 生 す る こ と は 殆 ど
な い の で 、 ト イ レ 、 洗 面 台 、 浴 室 、 台 所 な ど の 水 設 備 の 封 水 破 壊 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 家 屋 の 基 礎 の 内 側 に 配 置 す る と 共 に 、 基 礎 の 外 側 に
小 型 旋 回 流 発 生 継 手 及 び 排 水 桝 を 配 置 し 、 基 礎 の 内 側 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成
さ れ た 接 続 口 に 上 流 側 排 水 管 を 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ
れ た 接 続 口 に 基 礎 を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 を 、 基 礎 の 外 側 の 小 型 旋 回 流 発
生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 基 礎 貫 通 排 水 管 の 下 流 側 端 部 を 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生
継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 上 流 側 で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲
り 管 の 上 流 側 端 部 を 、 排 水 桝 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 大 曲 り 管 の 下 流 側 端 部 を 、 排 水
桝 の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 接 続 口 に 屋 外 の 排 水 管 を 、 そ れ ぞ れ 接 続 し た 基 礎 貫 通 配 管 構 造
は 、 基 礎 の 内 側 に 配 置 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 流 入 し て 旋 回 流 と な っ た 排 水 が 、 基 礎
貫 通 排 水 管 を 通 っ て 基 礎 の 外 側 に 配 置 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 流 入 し 、 再 び 旋 回 流 と
な っ て 大 曲 り 管 を 経 由 し て 排 水 桝 に 流 入 し 、 屋 外 排 水 管 へ 排 水 さ れ る 。 こ の よ う に 基 礎 貫
通 排 水 管 と 排 水 桝 と の 間 に 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 配 置 す る と 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 が 旋 回
流 を 形 成 し て く れ る の で 、 上 述 し た 配 管 構 造 の よ う に 、 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 特 殊 な 旋 回 流
型 排 水 桝 を 用 い な く て も 、 従 来 か ら の 一 般 的 な 排 水 桝 で 管 内 の 通 気 を 確 保 す る こ と が で き
、 各 水 設 備 の 封 水 破 壊 を 充 分 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 上 側 部 材 の 開 口 部 に 被 着 さ れ て い る
蓋 体 を 取 り 外 す と 共 に 、 そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 接 続 す る 基 礎 貫 通
配 管 構 造 は 、 蓋 体 を 取 り 外 す だ け で 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 真 上 に 立 ち 上 が り 管 を 接 続 で き
る の で 、 よ り 狭 小 な ス ペ ー ス で あ っ て も 、 閉 塞 な く ス ム ー ズ に 排 水 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 上 記 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 上 側 部 材 の 開 口 部 に 被 着 さ れ て い
る 蓋 体 を 取 り 外 す と 共 に 、 そ の 開 口 部 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 接 続 し 、 そ の 立
ち 上 が り 管 の 上 端 部 を 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の
テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 す る と 共 に 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側
壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 階 上 の 排 水 管 を 接 続 す る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 階 上 の 水 設 備 か ら
の 排 水 が 合 流 す る 排 水 管 か ら 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 流 入 し た 排 水 が 旋 回 流 と な り 、 閉 塞 さ
れ る こ と な く 立 ち 上 が り 管 を 流 落 す る 。 ま た 、 前 述 し た よ う に 、 １ 階 の 水 設 備 か ら の 排 水
が 閉 塞 し 難 い こ と と 相 俟 っ て 、 省 ス ペ ー ス で あ る に も か か わ ら ず 、 １ 階 の 水 設 備 と 階 上 の
水 設 備 か ら の 排 水 を 閉 塞 な く ス ム ー ズ に １ 箇 所 に 合 流 さ せ て 、 屋 外 排 水 管 へ と 排 水 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 上 記 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 さ れ た 上 流 側 排 水 管 と
階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 を 、 上 流 側 で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 を 介 し て
接 続 し 、 そ の 立 ち 上 が り 管 の 上 端 部 を 他 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の テ ー パ ー 内 面 の 下 端 に 形
成 さ れ た 接 続 口 に 接 続 す る と 共 に 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 に
階 上 の 排 水 管 を 接 続 す る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 階 上 の 排 水 管 か ら 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 に 流
入 し た 排 水 が 旋 回 流 と な り 、 閉 塞 さ れ る こ と な く 立 ち 上 が り 管 を 流 落 し 、 閉 塞 し 難 い 大 曲
り 管 を 介 し て 上 流 側 排 水 管 に 流 れ て い く の で 、 階 上 の ト イ レ 、 洗 面 所 等 か ら の 排 水 も 閉 塞
な く よ り ス ム ー ズ に 排 水 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 、 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 端 部 と 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口
が 、 上 流 側 で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 場 合 は 、 小 型 旋
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回 流 発 生 継 手 で 発 生 し た 旋 回 流 が 、 大 曲 り 管 や 基 礎 貫 通 排 水 管 の 上 流 側 部 分 を ス ム ー ズ に
流 落 し て 基 礎 貫 通 排 水 管 を 流 れ 、 旋 回 流 型 排 水 桝 に 流 入 す る た め 、 よ り 一 層 閉 塞 さ れ 難 く
な っ て 、 封 水 破 壊 の 防 止 効 果 が 更 に 向 上 す る よ う に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 斜 視 図 、 図 ２ は 同 継 手 の 構 成 部
材 で あ る 上 側 部 材 の 斜 視 図 、 図 ３ は 同 継 手 の 構 成 部 材 で あ る 下 側 部 材 の 斜 視 図 、 図 ４ は 同
継 手 の 平 面 図 、 図 ５ は 同 継 手 の 断 面 図 （ 図 ４ の ａ ― ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 ） 、 図 ６ は 本 発 明
の 一 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 、 図 ７ は 同 配 管 構 造 の 平 面 図 、 図 ８ は
同 配 管 構 造 に 用 い る 旋 回 流 型 排 水 桝 の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 す 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ は 、 図 ２ に 示 す 上 側 部 材 １ と 、 図 ３ に 示 す 下 側 部 材 ２
の ２ つ の 部 材 で 構 成 さ れ た 合 成 樹 脂 製 の 管 継 手 で 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 家 屋 の 布 基
礎 ２ ０ の 内 側 な ど に 配 置 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 側 部 材 １ は 、 図 ２ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 継 手 本 体 １ ｂ と 、 上 流 側 排 水 管 ４ を 接 続 す る
接 続 口 １ ａ と か ら な る も の で 、 該 接 続 口 １ ａ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 継 手 本 体 １ ｂ 上 部 の
片 側 に 偏 位 し て 弯 曲 す る よ う に 突 設 さ れ て い る 。 こ の 接 続 口 １ ａ は 、 先 端 部 １ ０ ａ の 内 径
が 上 流 側 排 水 管 ３ （ Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） の 外 径 と 同 じ で 、 弯 曲 部 分 １ １ ａ の 内 径 は 、 上 流 側 排 水
管 ４ を 接 続 し た と き 段 差 が 生 じ な い よ う に 上 流 側 排 水 管 ４ の 内 径 と 等 し く な る よ う に 形 成
さ れ て い る 。 上 流 側 排 水 管 ４ か ら 流 入 し て き た 排 水 は 、 接 続 口 １ ａ の 弯 曲 部 分 １ １ ａ で 旋
回 流 を 発 生 さ せ る き っ か け と な り 、 略 １ ／ ４ 周 程 度 の 旋 回 を し な が ら 継 手 本 体 １ ｂ へ と 流
入 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 継 手 本 体 １ ｂ は 、 直 径 が １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 の 円 筒 １ ０ ｂ と 、 円 筒 １ ０ ｂ の 先 端 に 形 成 さ れ
た ド ー ム 部 分 １ １ ｂ と 、 円 筒 １ ０ ｂ の 下 端 に 形 成 さ れ た 嵌 合 部 １ ２ ｂ か ら な る も の で 、 先
端 の ド ー ム 部 分 １ １ ｂ は 、 接 続 口 １ ａ を 経 路 し て き た 旋 回 流 を 発 生 し つ つ あ る 排 水 が 、 ド
ー ム 部 分 １ １ ｂ に 接 触 す る こ と で 破 壊 さ れ る の を 防 止 す る と 共 に 、 よ り 完 全 な 旋 回 流 を 形
成 さ せ る た め に 、 抵 抗 の 少 な い 丸 み を 帯 び た ド ー ム 型 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 継 手 本 体 １ ｂ の 下 端 に 形 成 さ れ た 嵌 合 部 １ ２ ｂ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 継 手 本 体 １ ｂ の
円 筒 １ ０ ｂ よ り も 大 径 で 、 後 述 す る 下 側 部 材 ２ の 被 嵌 合 部 ２ ｃ を 嵌 合 さ せ た と き 、 円 筒 １
０ ｂ 内 面 と 下 側 部 材 ２ の テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ の 内 面 が 段 差 無 く 面 一 と な る よ う に 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に 示 す 下 側 部 材 ２ は 、 環 状 の 被 嵌 合 部 ２ ｃ と 、 テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ と 、 下 流 側 排 水 管
で あ る 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ を 接 続 す る 接 続 口 ２ ａ と で 構 成 さ れ て お り 、 こ の 下 側 部 材 ２ と 上
記 の 上 側 部 材 １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 継 手 本 体 １ ｂ の 嵌 合 部 １ ２ ｂ の 内 周 面 に 下 側 部 材
２ の 被 嵌 合 部 ２ ｃ の 外 周 面 を 嵌 合 さ せ て 接 着 剤 で 水 密 的 に 接 着 嵌 合 し て 一 体 化 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 環 状 の 被 係 合 部 ２ ｃ の 上 端 か ら 内 側 に 向 っ て
形 成 さ れ た 下 窄 ま り の 内 壁 面 で 、 上 面 側 の 直 径 が 上 記 継 手 本 体 １ ｂ の 円 筒 １ ０ ｂ の 内 径 と
等 し い １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で 、 そ こ か ら 下 方 向 に 向 う に つ れ て 徐 々 に 縮 径 さ れ て い っ て 下 面 側
の 外 径 は Ｖ Ｕ ７ ５ 管 の 内 径 と 等 し く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ を
形 成 し た こ と で 、 上 記 の 上 側 部 材 １ で 渦 を 巻 い て 下 側 部 材 ２ に 流 入 し て き た 排 水 が 、 テ ー
パ ー 内 面 ２ ｂ の 周 面 を 複 数 周 旋 回 し 、 よ り 勢 い の あ る 旋 回 流 を 形 成 し て 接 続 口 ２ ａ へ と 流
れ て い く 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 接 続 口 ２ ａ は 、 上 記 テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ の 下 端 か ら 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ た 、 外 径 が Ｖ
Ｕ ７ ５ 管 の 内 径 と 等 し い 筒 体 で 、 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ の 上 流 側 端 部 の 内 側 に 嵌 合 さ せ て 接 続
す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 後 述 す る よ う に 、 こ の 接 続 口 ２ ａ と 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ を 、 大
曲 り 管 ６ を 介 し て 接 続 す る 場 合 は 、 大 曲 り 管 ６ の 上 流 側 端 部 を 接 続 口 ２ ａ に 接 続 す る こ と
に な る し 、 接 続 口 ２ ａ と 大 曲 り 管 ６ を 、 短 管 ２ ３ （ Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） を 介 し て 接 続 す る 場 合 は
、 短 管 ２ ３ の 内 側 を 接 続 口 ２ ａ の 下 端 に 嵌 込 む こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た 上 側 部 材 １ と 下 側 部 材 ２ か ら な る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ は 、 一 体 成 形 せ ず に 別
体 と し た こ と で 、 テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ 部 分 の 成 形 が 非 常 に 容 易 と な り コ ス ト を 削 減 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 機 能 面 で も 、 上 流 側 排 水 管 ４ に 接 続 す る 接 続 口 １ ａ が 上 側 部 材 １ の 継 手
本 体 １ ｂ 上 部 の 片 側 に 偏 位 し て 形 成 さ れ 、 更 に 、 下 側 部 材 ２ に は テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ が 形 成
さ れ て い る の で 、 従 来 の 合 流 管 継 手 と 比 較 す る と コ ン パ ク ト で あ り な が ら 、 上 流 側 排 水 管
４ か ら 流 入 し て き た 排 水 は 上 側 部 材 １ で 確 実 に 渦 を 巻 い て 、 更 に 、 テ ー パ ー 内 面 ２ ｂ で よ
り 勢 い を 増 し て 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ へ と 流 れ て い く 。 そ の 旋 回 流 の 中 心 に は 空 気 芯 が 形 成 さ
れ る の で 、 上 流 側 排 水 管 ４ と 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ と の 曲 が り 部 分 や 段 差 部 分 で 閉 塞 す る こ と
が な く な り 、 通 気 弁 が 無 く て も 封 水 破 壊 を 防 止 す る こ と が で き る 。 し か も 、 コ ン パ ク ト で
あ る の で 、 配 管 ス ペ ー ス が 狭 小 で あ る 近 年 の 都 市 部 の 住 宅 に も 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す 本 発 明 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 上 記 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ が
家 屋 の 布 基 礎 ２ ０ の 内 側 の 土 間 コ ン ク リ ー ト の 箱 抜 き 部 分 ２ １ に 配 置 さ れ て お り 、 こ の 小
型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ に 形 成 さ れ た 接 続 口 １ ａ に は 、 洗 面 所 や ト イ レ 等 （ 不 図 示 ） の 水 設 備
か ら の 排 水 管 が 接 続 さ れ た 上 流 側 排 水 管 ４ が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手
Ａ の 下 端 に 形 成 さ れ た 接 続 口 ２ ａ に は 、 上 流 側 で 略 ９ ０ ° 方 向 に 立 ち 上 が る 大 曲 り 管 ６ が
短 管 ２ ３ （ Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 そ の 大 曲 り 管 ６ は 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ の
上 流 側 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 大 曲 り 管 ６ は 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 の 曲 率 半 径 を 有 す る も の が 好 ま し く 、 こ の よ う な 大 曲 り
管 ６ は ９ ０ ° エ ル ボ 継 手 に 比 べ る と 曲 率 半 径 が 遥 か に 大 き い た め 、 上 記 の 小 型 旋 回 流 発 生
継 手 Ａ に よ っ て 旋 回 流 を 生 じ た 排 水 は 大 曲 り 管 ６ 内 を ス ム ー ズ に 流 落 し 、 基 礎 貫 通 排 水 管
５ を 通 っ て 屋 外 の 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ に 流 れ 込 む 。 従 っ て 、 よ ほ ど 大 量 の 排 水 が 一 度 に 流 れ
な い 限 り 、 大 曲 り 管 ６ や 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ は 排 水 に よ っ て 閉 塞 さ れ る こ と が な く 、 管 内 の
通 気 は 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 布 基 礎 ２ ０ の 外 側 の 地 中 に は 、 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 旋 回 流 型 排 水 桝
７ が 埋 設 さ れ て お り 、 こ の 旋 回 流 型 排 水 桝 手 ７ の 側 壁 上 部 に 形 成 さ れ た 上 部 接 続 口 ７ ａ に
は 、 基 礎 ２ ０ を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ の 下 流 側 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ７
に 示 す よ う に 、 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ の 下 部 に 形 成 さ れ た 下 部 接 続 口 ７ ｂ ,７ ｃ に は 、 上 流 側
の 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｂ と 下 流 側 の 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｃ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 屋 外 の 地 中 に 埋 設 さ れ た 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 上 側 の 高 さ 調 節 用 の
縦 筒 体 ７ ｄ と 、 下 側 の 桝 本 体 ７ ｅ と 、 上 側 の 蓋 受 枠 ７ ｆ と 、 蓋 体 ７ ｇ と か ら な る も の で あ
っ て 、 桝 本 体 ７ ｅ の 上 部 開 口 段 部 に 高 さ 調 節 用 の 縦 筒 体 ７ ｄ の 下 部 が 嵌 合 接 続 さ れ 、 こ の
縦 筒 体 ７ ｄ に 蓋 受 枠 ７ ｆ が 内 嵌 着 さ れ 、 こ の 蓋 受 枠 ７ ｆ に 蓋 体 ７ ｇ が 被 着 さ れ て 組 み 立 て
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 こ の 縦 筒 体 ７ ｄ の 側 壁 に は 、 上 部 接 続 口 ７ ａ が 縦 筒 体 ７ ｄ の 片 側 に 偏 位 し て や
や 弯 曲 す る よ う に 突 設 さ れ て お り 、 こ の 上 部 接 続 口 ７ ａ に 前 記 の 基 礎 貫 通 排 水 管 ６ の 下 流
側 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 基 礎 貫 通 排 水 管 ６ か ら 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ に 流 入 し た 排
水 は 、 縦 筒 体 ７ ｄ の 内 周 面 に 沿 っ て 旋 回 流 を 生 じ な が ら 下 部 の 桝 本 体 ７ ｅ に 流 落 す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 桝 本 体 ７ ｅ の 両 端 に は 下 部 接 続 口 ７ ｂ ,７ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 上
流 側 の 下 部 接 続 口 ７ ｂ に は 上 流 側 の 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｂ が 、 下 流 側 の 下 部 接 続 口 ７ ｃ に は 下
流 側 の 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｃ が 、 そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ が 上 記 の よ う な 構 成 で あ る と 、 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ か ら 流 入 し て き た 排
水 は 旋 回 流 を 生 じ る の で 、 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ 内 で の 閉 塞 の 心 配 な く な り 、 下 流 側 の 屋 外 排
水 管 ７ ０ ｃ へ 確 実 に 排 水 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ 内 で 旋 回 流 が 生
じ る と 、 前 述 し た よ う に 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ に よ っ て 上 流 側 排 水 管 ４ や 大 曲 り 管 ６ や 基
礎 貫 通 排 水 管 ５ が 閉 塞 し な い こ と と 相 俟 っ て 、 配 管 全 体 に 亘 る 通 気 が 確 保 さ れ る こ と に な
り 、 閉 塞 に よ る 水 設 備 の 封 水 破 壊 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ に 示 す 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ が 布 基 礎 ２ ０ の 内 側 の ベ タ 基 礎
２ ２ の 上 面 に 配 置 さ れ て お り 、 短 管 ２ ３ （ Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） 及 び 大 曲 り 管 ５ は ベ タ 基 礎 ２ ２ 内
に 埋 設 さ れ て い る 。
　 こ の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 の 基 礎 貫 通 配
管 構 造 と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に ベ タ 基 礎 ２ ２ 内 に 短 管 ２ ３ 及 び 大 曲 り 管 ６ を 埋 設 す る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、
箱 抜 き 部 分 ２ １ を 形 成 し な く て も 、 ベ タ 基 礎 ２ ２ の 上 面 に 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ を 配 置 す
る こ と が で き る の で 、 床 下 か ら ベ タ 基 礎 ２ ２ ま で の 高 さ ス ペ ー ス が 殆 ど な い よ う な 住 宅 に
も 配 管 施 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ０ に 示 す 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ の 接 続 口 １ ａ に 接 続 さ れ た 上
流 側 排 水 管 ４ が 大 曲 り 管 ６ の 一 方 に 接 続 さ れ 、 大 曲 り 管 ６ の 他 方 に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち
上 が り 管 ９ （ Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） が 接 続 さ れ る こ と で 、 上 流 側 排 水 管 ４ と 立 ち 上 が り 管 ９ が 接 続
さ れ 、 そ の 立 ち 上 が り 管 ９ の 上 端 部 が 他 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ の 接 続 口 ２ ａ に 接 続 さ れ
る と 共 に 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ の 接 続 口 １ ａ に 、 階 上 の ト イ レ 、 洗 面 所 等 （ 不 図 示
） か ら の 排 水 が 流 入 す る 階 上 の 排 水 管 ８ （ Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） が 接 続 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。
　 本 実 施 例 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 の 基 礎
貫 通 配 管 構 造 と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 階 上 の 排 水 管 ８ か ら 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ に 流 入 し た
排 水 が 旋 回 流 と な り 、 空 気 芯 が 形 成 さ れ た 状 態 で 立 ち 上 が り 管 ９ を 流 落 し て い く の で 閉 塞
さ れ る こ と が な く 、 ま た 、 流 落 し た 排 水 は 、 大 曲 り 管 ６ を 介 し て 上 流 側 排 水 管 ４ に 流 れ て
い く の で 、 上 述 し た よ う に 上 流 側 排 水 管 ４ か ら 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ に 至 る 流 路 が 閉 塞 し 難 い
こ と と 相 俟 っ て 、 階 上 の ト イ レ 、 洗 面 所 等 か ら の 排 水 も 閉 塞 な く ス ム ー ズ に 排 水 さ せ る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 狭 い 土 地 ス ペ ー ス に 高 い 建 物 を 立 て る と い う 、 近 年 多 く 見 ら れ る 住
宅 事 情 に 対 応 す る こ と が で き る 。
　 尚 、 立 ち 上 が り 管 ９ と 上 流 側 排 水 管 ４ を 、 エ ル ボ 継 手 な ど を 介 し て 接 続 す る こ と も 可 能
で あ る が 、 よ り 確 実 に 閉 塞 を 防 止 す る た め に は 大 曲 り 管 ６ を 介 し て 接 続 す る の が 好 ま し い
。
　 ま た 、 図 ９ に 示 す 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 上 流 側 排 水 管 ４ の 上 流 側 端 部 と 立 ち 上 が り 管 ９ （
Ｖ Ｕ ７ ５ 管 ） の 下 端 部 を 、 大 曲 り 管 ６ を 介 し て 接 続 し て も 上 記 と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る
こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-56661 A 2007.3.8



　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ １ に 示 す 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ に 示 す 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ を 用 い
て 施 工 さ れ て い る 。 こ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ は 、 図 １ ２ に 分 解 し て 示 す よ う に 、 上 側 部
材 １ と 、 下 側 部 材 ２ と 、 蓋 受 枠 ３ ａ と 、 蓋 体 ３ と か ら な る も の で あ っ て 、 上 流 側 排 水 管 ４
を 接 続 す る 接 続 口 １ ａ は 、 継 手 本 体 １ ｂ の 高 さ 方 向 の 略 中 間 部 分 の 片 側 に 偏 位 し て 弯 曲 す
る よ う に 突 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 前 述 し た よ う に 上 側 部 材 １ と 下 側 部 材 ２ は 接 着 剤 で 水
密 的 に 嵌 合 接 続 さ れ て お り 、 上 側 部 材 １ の 開 口 部 １ ｃ に は 蓋 受 枠 ３ ａ が 内 嵌 着 さ れ 、 こ の
蓋 受 枠 ３ ａ に 蓋 体 ３ が 被 着 さ れ て 組 み 立 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ を 用 い た 本 発 明 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 次 の 通 り で あ る 。 即
ち 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 上 側 部 材 １ の 開 口 部 １ ｃ に 被 着 さ れ た 蓋 体 ３ が 取 り 外 さ れ て
、 そ の 開 口 部 １ ｃ に 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 ９ が 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 立 ち 上
が り 管 ９ の 上 端 部 が 階 上 に 配 置 さ れ た 他 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 下 側 部 材 ２ の 接 続 口 ２
ａ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 階 上 の ト イ レ 、 洗 面 所 等 （ 不 図 示 ） か ら の 排 水 が 流 入 す る 階 上 の
排 水 管 ８ が 該 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 接 続 口 １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 階 上 の 排 水
管 ８ が 接 続 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 上 側 部 材 １ の 開 口 部 １ ｃ に 被 着 さ れ た 蓋 体 ３ が
取 り 外 さ れ て 、 更 に 、 そ の 開 口 部 １ ｃ に 立 ち 上 が り 管 ９ が 接 続 さ れ て い る 。
　 本 実 施 例 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 の 基 礎
貫 通 配 管 構 造 と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う な 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 １ 階 の 水 設 備 か ら の 排 水 と 階 上 の 水 設 備 か ら の 排 水 を
１ 箇 所 に 合 流 さ せ て 、 閉 塞 さ せ る こ と な く 屋 外 排 水 管 ６ ０ ｂ ， ６ ０ ｃ に 排 水 す る こ と が で
き る の で 、 狭 小 な 土 地 ス ペ ー ス に 高 い 建 物 が 建 築 さ れ る 近 年 の 都 市 部 の 住 宅 に も 対 応 す る
こ と が で き る 。
　 尚 、 階 上 へ 立 ち 上 が る 立 ち 上 が り 管 ９ を 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 開 口 部 １ ｃ に 接 続 す る
必 要 が な い 場 合 は 、 開 口 部 １ ｃ に 被 着 さ れ て い る 蓋 体 ３ を 取 り 外 さ ず に 、 前 述 し た 小 型 旋
回 流 発 生 継 手 Ａ と 同 様 の 使 い 方 を す れ ば よ い 。 そ し て 、 メ ン テ ナ ン ス 等 の 必 要 が 生 じ た 場
合 に 、 蓋 体 ３ を 取 り 外 し て 、 そ の 開 口 部 １ ｃ を 点 検 口 と し て 使 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ７ は 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 前 述 し た 図 １ １ に 示 す 実 施 形 態 の 床 下 に 配 置
さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 代 わ り に 、 図 １ ４ に 示 す 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｃ を 配 置 し て
、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｃ の 上 下 の 接 続 口 １ ａ ， １ ａ に ２ 本 の 上 流 側 排 水 管 ４ ， ４ を 接
続 し 、 そ の 開 口 部 １ ｃ に 立 ち 上 が り 管 ９ を 接 続 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｃ は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 上 流 側 排 水 管 ４ ， ４ を 接 続
す る 接 続 口 １ ａ ， １ ａ が 上 下 に ２ つ 並 ん で 、 上 側 部 材 １ の 円 筒 １ ０ ｂ の 片 側 に 偏 位 し て 弯
曲 す る よ う に 突 設 さ れ た も の で あ る 。
　 こ の 実 施 形 態 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 及 び 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｃ の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図
１ １ ～ 図 １ ３ に 示 す 実 施 形 態 と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｃ を 用 い た 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 封 水 破 壊 を 確 実 に 防 止
し な が ら も 、 ２ 本 の 上 流 側 排 水 管 ４ ， ４ を 上 下 に 並 列 さ せ て 配 設 す る こ と が で き る の で 、
狭 小 な 場 所 で も 配 管 ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 尚 、 階 上 に 複 数 の 排 水 管 ８ が 配 設 さ れ て い る 場 合 に は 、 こ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｃ を 階
上 に 配 置 す れ ば よ い こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 前 述 し た 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 の 床 下 に
配 置 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ の 代 わ り に 、 図 １ ５ に 示 す 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ を 配 置
し て 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ の 左 右 の 接 続 口 １ ａ ， １ ａ に ２ 本 の 上 流 側 排 水 管 ４ ， ４
を 接 続 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 上 流 側 排 水 管 ４ ， ４ を 接 続
す る 接 続 口 １ ａ ， １ ａ が 、 上 側 部 材 １ の 円 筒 １ ０ ｂ の 片 側 と そ の 反 対 側 に そ れ ぞ れ 偏 位 し
て 弯 曲 す る よ う に 突 設 さ れ た も の で あ る 。
　 こ の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 及 び 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図 ６ ～ 図 ８ の
配 管 構 造 、 及 び 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ に 示 す 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の よ う な 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ を 用 い た 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 配 管 ス ペ ー ス の 関 係 で
、 家 屋 の 基 礎 ２ ０ に 平 行 し て 左 右 両 側 か ら 上 流 側 排 水 管 ４ ， ４ を 配 設 す る 必 要 が あ る 場 合
に 、 １ つ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ を 配 置 す る だ け で 封 水 破 壊 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き
る 。
　 尚 、 こ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｄ の 開 口 部 １ ｃ に 被 着 さ れ て い る 蓋 体 ３ を 取 り 外 し て 、 前
述 し た よ う に そ の 開 口 部 １ ｃ に 立 ち 上 が り 管 ９ を 接 続 し 、 そ の 立 ち 上 が り 管 ９ の 上 端 を 、
階 上 の 排 水 管 ８ が 接 続 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ の い ず れ か に 接 続 す れ ば
、 階 上 の 水 設 備 か ら の 排 水 も 閉 塞 さ れ る こ と な く ス ム ー ズ に 屋 外 排 水 管 ６ ０ ｂ ， ６ ０ ｃ に
排 出 さ れ る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ９ は 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 前 述 し た 図 １ １ に 示 す 実 施 形 態 の 床 下 に 配 置
さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｂ の 代 わ り に 、 図 １ ６ に 示 す 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ を 配 置 し て
、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ の 接 続 口 １ ａ 及 び 開 口 部 １ ｃ に 、 上 流 側 排 水 管 ４ 、 立 ち 上 が
り 管 ９ を そ れ ぞ れ 接 続 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 上 流 側 排 水 管 ４ を 接 続 す る 接 続 口
１ ａ が 、 ４ ５ ° 以 下 の 角 度 で 上 側 部 材 １ の 円 筒 １ ０ ｂ の 片 側 に 偏 位 し て 弯 曲 す る よ う に 斜
め 上 向 き に 突 設 さ れ た も の で あ る 。 特 に 、 本 実 施 形 態 の よ う に 接 続 口 １ ａ が ３ ０ ° 以 下 の
小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ は 、 接 続 口 １ ａ に 上 流 側 排 水 管 ４ を 無 理 な く 接 続 で き 、 ま た 、 上 流
側 排 水 管 ４ か ら 流 れ て き た 排 水 が 閉 塞 す る こ と な く ス ム ー ズ に 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ に 流
入 し 、 確 実 に 封 水 破 壊 を 防 止 す る こ と が で き る の で 好 ま し い 。
　 こ の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 及 び 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図 １ １ ～ 図 １
３ に 示 す 実 施 形 態 と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う な 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ｅ を 用 い た 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 狭 小 な 家 屋 で も 、 上 流
側 排 水 管 ４ に 勾 配 を つ け る こ と で 、 封 水 破 壊 を 確 実 に 防 止 し な が ら も 配 管 ス ペ ー ス を 確 保
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ
が 家 屋 の 布 基 礎 ２ ０ の 内 側 の 土 間 コ ン ク リ ー ト の 箱 抜 き 部 分 ２ １ と 、 家 屋 の 布 基 礎 ２ ０ の
外 側 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て お り 、 布 基 礎 ２ ０ の 外 側 に 配 置 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ の
接 続 口 １ ａ に は 布 基 礎 ２ ０ を 貫 通 す る 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ の 下 流 側 端 部 が 接 続 さ れ て い る 。
そ し て 、 そ の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ の 下 側 部 材 ２ の 接 続 口 ２ ａ に 大 曲 り 管 ６ の 上 流 側 端 部
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が 接 続 さ れ て お り 、 大 曲 り 管 ６ の 下 流 側 端 部 が 布 基 礎 ２ ０ の 外 側 に 配 置 さ れ た 排 水 桝 ３ ０
の 側 壁 に 形 成 さ れ た 接 続 口 ３ ０ ａ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 排 水 桝 ３ ０ の 下 部 に 形 成 さ れ た 下
部 接 続 口 ３ ０ ｂ に 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｂ が 接 続 さ れ て い る 。
　 尚 、 こ の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 に 用 い ら れ る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 を 、 前 述 し た 小 型 旋 回 流 発
生 継 手 Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ， Ｅ の ど の 管 継 手 に 置 換 し て も よ い の は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 排 水 桝 ３ ０ は 、 従 来 の 一 般 的 な 排 水 桝 で あ れ ば ど の よ う な 形
態 の も の で も 使 用 で き 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 側 壁 に 大 曲 り 管 ６ の 下 流 側 端 部 が 接 続 さ れ る
接 続 口 ３ ０ ａ が 形 成 さ れ 、 下 部 に 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｂ が 接 続 さ れ る 下 部 接 続 口 ３ ０ ｂ が 形 成
さ れ る と 共 に 、 上 部 に 点 検 口 ３ ０ ｃ が 形 成 さ れ た も の が 用 い ら れ て い る 。
　 本 実 施 例 の 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 他 の 構 造 は 、 前 述 し た 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 の 基 礎
貫 通 配 管 構 造 と 同 様 で あ る か ら 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う な 基 礎 貫 通 配 管 構 造 は 、 従 来 か ら の 配 管 構 造 の 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ と 排 水 桝 ３ ０
と の 間 に 、 本 発 明 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ を 配 置 す る こ と で 、 前 述 し た よ う に 、 上 流 側 排
水 管 ４ か ら 基 礎 ２ ０ の 内 側 に 配 置 さ れ た 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 Ａ に 流 入 し て 旋 回 流 と な っ た
排 水 が 、 大 曲 り 管 ６ を 介 し て 基 礎 貫 通 排 水 管 ５ を 通 り 、 基 礎 ２ ０ の 外 側 に 配 置 さ れ た 小 型
旋 回 流 発 生 継 手 Ａ に 流 入 す る こ と で 、 再 び 旋 回 流 を 形 成 す る 。 そ し て 、 そ の 空 気 芯 が 形 成
さ れ た 排 水 は 、 大 曲 り 管 ６ を 経 由 し て 排 水 桝 ３ ０ に 流 入 し て 、 屋 外 排 水 管 ７ ０ ｂ へ と 排 水
さ れ る の で 、 前 述 し た 配 管 構 造 の よ う に 、 旋 回 流 を 発 生 さ せ る 特 殊 な 旋 回 流 型 排 水 桝 ７ を
用 い な く て も 、 従 来 か ら の 一 般 的 な 排 水 桝 ３ ０ で 管 内 の 通 気 を 確 保 す る こ と が で き 、 各 水
設 備 の 封 水 破 壊 を 充 分 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 、 種 々 の 実 施 形 態 の 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 及 び そ れ を 用 い た 基 礎 貫 通 配 管 構 造 を 詳 述
し た が 、 本 発 明 は 上 記 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 様 々 な 変 更 を 許 容 し 得 る こ と は い う ま
で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 継 手 の 構 成 部 材 で あ る 上 側 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 継 手 の 構 成 部 材 で あ る 下 側 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 継 手 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 継 手 の 断 面 図 （ 図 ４ の ａ ― ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 配 管 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 配 管 構 造 に 用 い る 旋 回 流 型 排 水 桝 の 分 解 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 継 手 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 小 型 旋 回 流 発 生 継 手 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 礎 貫 通 配 管 構 造 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
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　 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ， Ｅ 　 小 型 旋 回 流 発 生 継 手
　 １ 　 　 上 側 部 材
　 １ ａ 　 接 続 口
　 １ ｂ 　 継 手 本 体
　 １ ｃ 　 開 口 部
　 ２ 　 　 下 側 部 材
　 ２ ａ 　 接 続 口
　 ２ ｂ 　 テ ー パ ー 内 面
　 ３ 　 　 蓋 体
　 ４ 　 　 上 流 側 排 水 管
　 ５ 　 　 基 礎 貫 通 排 水 管 （ 下 流 側 排 水 管 ）
　 ６ 　 　 大 曲 り 管
　 ７ 　 　 旋 回 流 型 排 水 桝
　 ７ ａ 　 上 部 接 続 口
　 ７ ｂ 　 下 部 接 続 口 （ 上 流 側 ）
　 ７ ｃ 　 下 部 接 続 口 （ 下 流 側 ）
　 ８ 　 　 階 上 の 排 水 管
　 ９ 　 　 立 ち 上 が り 管
　 ２ ０ 　 家 屋 の 基 礎 （ 布 基 礎 ）
　 ２ １ 　 箱 抜 き 部 分
　 ２ ２ 　 ベ タ 基 礎
　 ２ ３ 　 　 短 管
　 ３ ０ 　 　 排 水 桝
　 ３ ０ ａ 　 接 続 口
　 ３ ０ ｂ 　 下 部 接 続 口
　 ７ ０ ｂ 　 上 流 側 の 屋 外 排 水 管
　 ７ ０ ｃ 　 下 流 側 の 屋 外 排 水 管
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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